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　「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
も
い

よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。

激
動
の
鎌
倉
時
代
を
駆
け
抜

け
強
し
た
たか
に
生
き
抜
い
た
主
人

公
北
条
義
時
。
そ
の
言
動
に

は
謎
め
く
物
語
が
あ
り
ま

す
。

　
建
保
６
年（
１
２
１
８
）７

月
、
源
実
朝
公
の
左さ

近こ
ん
え
の衛

大だ
い
し
ょ
う

将
の
直の

う
し衣

始は
じ
めが

鶴
岡
八

幡
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
臨

席
し
た
義
時
は
疲
労
で
仮
眠

覚
園
寺
　
十
二
神
将
・
戌
神
将
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（127)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

し
た
と
こ
ろ
、戌
神
将（
白
い

犬
）が
出
現「
来
年
神
拝
の
事

が
あ
っ
た
ら
供ぐ

ぶ奉
す
る
な
」と

預
言
し
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
れ
に
感
応
し
た
義
時
は
同

年
12
月
、大
倉
薬
師
堂（
覚
園

寺
の
前
身
）を
落
慶
し
ま
し

た
。
す
る
と
翌
年
、
歴
史
的

大
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
承

久
元
年（
１
２
１
９
）、
源
実

朝
公
が
暗
殺
、
鶴
岡
八
幡
宮

大
階
段
に
倒
れ
ま
し
た
。
そ

の
日
、
義
時
は
御
剣
の
役
で

し
た
が
直
前
で
源
仲
章
に
譲

り
、
義
時
自
身
は
難
を
逃
れ

た
の
で
す
。（
代
役
を
務
め
た

仲
章
も
殺
害
さ
れ
ま
し
た
）。

　
謎
め
く
逸
話
が
残
り
ま
す

が
、
白
い
犬
こ
そ
十
二
神
将

像
の
戌
神
像
が
姿
を
変
え
た

も
の
で
、
義
時
に
危
険
を
知

ら
せ
る
た
め
に
現
れ
た
と
い

う
の
で
す
。
後
に
義
時
は
薬

師
堂
に
お
礼
参
り
し
ま
す

が
、
薬
師
堂
内
に
は
十
二
神

将
の
う
ち
戌
神
将
が
居
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
夢
の
お

告
げ
の
戌
神
将
と
し
て
そ
の

霊
験
は
高
く
、
本
尊
薬
師
如

来
と
共
に
多
く
の
信
仰
を
あ

つ
め
て
い
ま
す
。

　
覚
園
寺
は
い
ま
な
お
、
霊

験
あ
ら
た
か
な
聖
域
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
日
も
仲
田

順
昌
住
職
が
、
拝
観
者
に
コ

ロ
ナ
禍
で
も
来
訪
参
拝
く
だ

さ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
込

め
て
、
明
る
く
声
を
か
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
中

世
鎌
倉
、
北
条
義
時
由
来
の

寺
院
の
息
吹
を
感
じ
る
思
い

で
し
た
。

　
木
造
、
彩
色
、
玉
眼
、
像

高
１
５
２
・
６
㎝
、
南
北
朝

時
代
。

い
た
絵
を
デ
ー
タ
で
取
り
寄

せ
た
展
示
も
あ
る
。
色
彩
豊

か
な
建
物
や
動
物
な
ど
の
絵

を
描
い
て
い
た
子
ど
も
の
心

に
侵
攻
後
、
ど
ん
な
変
化
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
、
現

在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
日
常
を

物
語
る
。

　
絵
は
、
鎌
倉
市
在
住
の

造
形
作
家
・
浅
野
修
さ
ん

（
85
）
が
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
十
勝
め

む
ろ
赤
れ
ん
が
倉
庫
」
を
立

ち
上
げ
、
北
海
道
十
勝
の
赤

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た

ち
の
絵
を
中
心
に
、
世
界
の

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵

が
、
12
月
13
日
～
19
日
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
展

示
さ
れ
る
。

　「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も

た
ち
　
１
０
０
０
枚
の
絵
～

　
皆
既
月
食
と
惑
星

食
が
同
時
に
見
ら
れ

る
の
は
日
本
で
は

４
４
２
年
ぶ
り
と
い

う
極
め
て
珍
し
い
天

体
シ
ョ
ー
が
11
月
に
あ
り
ま

し
た
▼
国
立
天
文
台
に
よ
る

と
、日
本
で
皆
既
月
食
中
に
、

天
王
星
食
の
よ
う
な
惑
星
食

が
見
ら
れ
る
の
は
１
５
８
０

年
以
来
で
、
次
回
は
３
２
２

年
後
の
２
３
４
４
年
の
土
星

食
と
予
想
さ
れ
る
そ
う
で
す

▼
こ
の
年
数
を
聞
い
て
い
る

と
途
方
も
な
く
遠
い
こ
と
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
鎌

倉
が
首
都
で
あ
っ
た
時
代
は

さ
ら
に
昔
に
な
る
と
考
え
る

と
、
な
ん
だ
か
少
し
近
い
時

代
に
も
感
じ
ま
す
▼
今
年
の

大
河
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
、
鎌

倉
時
代
や
鎌
倉
に
興
味
を
持

つ
人
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
▼
将
来
「
令
和
時
代
の
鎌

倉
っ
て
、
ど
ん
な
文
化
が

あ
っ
た
の
か
？
」
と
振
り

返
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

現
在
の
文
化
な
ど
に
も
注
視

し
て
い
き
た
い
で
す
。（
Ｎ
）

1２月

ロ
シ
ア
侵
攻
後
に
描
い
た
作
品
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展

北
鎌
倉
で「
み
ん
な
の
小
津
会
」

佐
野
史
郎
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

巨
大
じ
ゃ
が
い
も
ア
ー
ト
館

　
巡
回
展
」と
い
う
企
画
で
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち

の
作
品
を
中
心
に
し
た
展
覧

会
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
６
歳
の

子
が
ロ
シ
ア
の
侵
攻
前
に
描

い
た
絵
と
、
侵
攻
後
、
そ
の

子
が
地
下
の
避
難
場
所
で
描

自
分
の
作
品
の
前
に
立
つ
浅
野
さ
ん
＝
自
宅
の
ア
ト
リ
エ
で

ウクライナの子どもの絵＝ロシア侵攻前（ 左）と後（右）

れ
ん
が
倉
庫
を
改
修
し
て

２
０
１
５
年
に
開
館
し
た

「
巨
大
じ
ゃ
が
い
も
ア
ー
ト

館
」で
展
示
し
て
い
る
も
の
。

　
浅
野
さ
ん
は
、
40
年
以
上

続
く
コ
ン
ク
ー
ル
「
カ
ナ

ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際

児
童
画
展
」
の
審
査
員
を

２
０
１
５
年
に
務
め
た
と

き
、「
優
劣
を
つ
け
る
こ
と

は
不
可
能
」
と
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
後
、
落
選
作
を
譲
り

受
け
た
い
と
申
し
出
て
廃
棄

さ
れ
る
絵
を
守
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
世
界
の
子
ど

も
の
作
品
を
集
め
て
い
る
。

10
年
以
上
の
間
に
約
１
５
０

カ
国
の
作
品
10
万
点
余
り
を

　
▼
成
道
会
　
８
日
於
寺

院
。お
釈
迦
さ
ま
が
悟
り
を

開
い
た
日
。

　
▼
御
鎮
座
記
念
祭
・
御
神

楽
奉
納
　
16
日
17
時
、鶴
岡

八
幡
宮
。

　
▼
歳
の
市
　
18
日
10
時
頃

～
20
時
頃
、長
谷
寺
参
道
。だ

る
ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、し

め
飾
り
な
ど
の
露
店
が
並

ぶ
。17
時
～
拝
観
無
料
。

　
▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

31
日
11
・
13
・
15
時
、大
祓
。

16
時
、古
神
礼
焼
納
祭
。鶴
岡

八
幡
宮
。

　
▼
除
夜
祭
　
31
日
17
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

大
船
観
音
寺
、浄
光
明
寺
、青

蓮
寺
、瑞
泉
寺
、長
谷
寺
（
事

前
予
約
制
）、満
福
寺
、薬
王

寺
、光
明
寺
、浄
智
寺
な
ど
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、状
況

が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

収
集
し
て
保

管
。
同
じ
ゃ
が

い
も
ア
ー
ト
館

で
毎
年
、
入
れ

替
え
て
約
２
万

点
を
展
示
し
て

い
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
平
和
を
願

い
、
今
回
、
鎌
倉
で
展
覧
会

を
開
催
す
る
。
浅
野
さ
ん
が

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
の
防
風
林
の

廃
材
で
作
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
模
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
も
展
示

し
て
、
畑
を
守
っ
て
き
た
木

が
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
守
る

空
間
を
表
現
す
る
。

　
浅
野
さ
ん
は
「
子
供
は
ご

ま
か
さ
な
い
。
多
く
の
方
に

絵
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
展
示

を
通
じ
て
平
和
を
呼
び
か
け

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
映
画
文
化
の
草
の
根
振
興

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湘

南
遊
映
坐（
岡
博
大
理
事
長
）

の
「
第
15
回
予
告
篇
Ｚ
Ｅ
Ｎ

映
画
祭
が
、12
月
10
～
25
日
、

北
鎌
倉
の
寺
院
や
江
の
島
で

開
か
れ
る
。

　
今
年
の
メ
イ
ン
企
画
は
、

12
月
11
日
の
、
遊
映
坐
文
庫

『
小
津
三
昧
』（
３
面
に
紹
介

記
事
）
出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
み
ん
な
の
小
津
会
」。

　
午
後
１
時
か
ら
建
長
寺
妙

高
院
で
映
画
上
映
と
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

　
▽
映
画
上
映
『
東
京
画
』

（
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス

監
督
、
１
９
８
５
年
）。
小

津
監
督
の
足
跡
を
辿
っ
た

〝
聖
地
巡
礼
〟の
ロ
ー
ド
ム
ー

ビ
ー
。

　
▽
映
画
交
流
会
「
一
期
一

映
」。
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
は
俳

優
・
佐
野
史
郎
さ
ん
。

　
岡
理
事
長
は
、「
な
ぜ
小

津
映
画
が
世
界
で
評
価
さ
れ

る
の
か
、
そ
の
源
泉
を
ゲ
ス

ト
や
観
客
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
探
り
、
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

　「
み
ん
な
の
小
津
会
」
入

場
料
２
５
０
０
円
、
学
生

１
５
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ

湘
南
遊
映
坐
☎
０
４
６
６
・

65
・
０
１
２
３


